
古

課

題

文

l!主4
寸」

習

の

｜
｜
学
力
評
価
問
題
パ
イ
ロ
ッ
ト
調
査
か
ら

本
稿
は
、
古
典
教
室
で
の
学
習
を
通
じ
て
学
習
者
が
ど
の
よ
う
な
古
典
の

「
読
み
手
」
と
し
て
育
っ
て
い
る
の
か
に
つ
い
て
、
「
尚
子
力
評
価
問
題
（
古
文
・
韻

文
こ
パ
イ
ロ
ッ
ト
調
査
の
結
果
を
も
と
に
考
察
を
加
え
た
も
の
で
、
「
古
文
学
習

の
課
題
学
力
評
価
問
題
パ
イ
ロ
ッ
ト
調
査
か
ら
（
上
）
」
（
「
論
叢
国
語
教
育

学
」
9
〈
復
刊
4
〉
二

O
二
二
年
七
月
）
の
続
稿
で
あ
る
。

こ
の
た
び
の
「
学
力
評
価
問
題
（
古
文
・
韻
文
）
」
で
は
、

A

「
百
人
一
首
」
在
原
行
平
詠

立
ち
別
れ
い
な
ば
の
山
の
峰
に
生
ふ
る
ま
っ
と
し
聞
か
ば
い
ま
帰
り
来
む

B
行
平
歌
を
本
歌
と
す
る
藤
原
定
家
詠

忘
れ
な
む
ま
つ
と
な
告
げ
そ
な
か
な
か
に
い
な
ば
の
山
の
峰
の
秋
風

を
題
材
と
し
た
。
前
稿
で
は
A
に
よ
る
設
問
の
解
答
例
を
扱
っ
た
。
本
稿
及
び

続
稿
（
下
）
で
は

B
に
よ
る
設
問
の
解
答
例
を
扱
う
。

作
成
し
た
「
学
力
評
価
問
題
（
古
文
韻
文
）
」
は
、
い
わ
ゆ
る
耳
切
〉
型
読
解

力
に
い
う
、

O
テ
キ
ス
ト
内
部
の
読
解
に
か
か
わ
る
、

－
情
報
へ
の
ア
ク
セ
ス
・
取
り
出
し

①
情
報
の
取
り
出
し

（
中
）
｜
｜

竹

キナ

治

－
統
合
・
解
釈

②
幅
広
い
一
般
的
な
理
解
の
形
成

③
解
釈
の
展
開

O
テ
キ
ス
ト
外
部
の
知
識
を
関
係
ご
つ
け
る
読
解
に
か
か
わ
る
、

・
熟
考
・
評
価

④
テ
キ
ス
ト
内
部
の
熟
考
・
評
価

⑤
テ
キ
ス
ト
の
形
式
の
熟
考
・
評
価

ま
た
、
ヴ
ア
ン
・
ダ
イ
ク
と
キ
ン
チ
ュ
の
モ
デ
ル
に
い
、
つ
、

O
テ
キ
ス
ト
ベ

I
ス
（
モ
デ
ル
）

川
表
層
構
造
分
析

凶
命
題
構
成

同
命
題
統
合

凶
マ
ク
ロ
命
題
（
構
造
）
構
成

。
状
況
モ
デ
ル

同
文
脈
モ
デ
ル

附
エ
ピ
ソ
ー
ド
的
モ
デ
ル

O
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
（
構
成
し
た
モ
デ
ル
の
評
価
）
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川
問
い
の
生
成

川
対
話

を
念
頭
に
お
き
、
以
下
の
「
読
解
」
モ
デ
ル
を
も
と
に
設
問
を
策
定
し
た
（
詳

細
は
前
稿
を
参
照
の
、
」
と
）
。

I
理
解
一
叙
述
に
即
し
た
内
容
全
体
の
理
解
【
物
語
内
容
の
把
援
】

同
》
円
印
〉
モ
デ
ル
而
γ
人
②
、
ヴ
ア
ン
・
ダ
イ
ク
と
キ
ン
チ
ユ
の
モ
デ
ル

川
｜
附
（
記
号
表
記
典
拠
、
以
下
同
）

E
解
釈
構
造
や
意
味
の
解
釈
【
物
語
言
説
の
検
討
】

③
、
凶

E
鑑
賞
・
テ
キ
ス
ト
内
対
話
の
聞
き
取
り
【
物
語
行
為
の
考
察
】

③

、

同

川

町
応
答
・
テ
キ
ス
ト
内
対
話
へ
の
参
加
｛
熟
考
】

④
ー
⑤
熟
考
、
川

V
批
評
一
テ
キ
ス
ト
内
対
話
の
メ
タ
化
（
↓
メ
タ
認
知
↓
自
己
認
識
）
【
評

価】④
l
人
④
評
価
、
同

A

「
百
人
一
首
』
行
平
歌
を
材
料
と
し
た
設
問
で
は

I
E
E
の
読
解
に
か
か
わ

る
学
力
を
問
い
、
パ
イ
ロ
ッ
ト
調
査
の
結
果
か
ら
古
文
学
習
の
課
題
を
析
出
し

た
。
以
下
で
は
、

B
定
家
詠
を
用
い
て
W
V
に
か
か
わ
る
問
い
を
も
加
え
、
「
応

答
」
「
批
評
」
に
お
よ
ぶ
読
解
を
古
文
学
習
で
実
現
す
る
上
で
の
課
題
を
探
っ
た
。

な
お
、
本
「
学
力
評
価
問
題
（
古
文
・
韻
文
）
」
は
和
歌
を
読
解
す
る
上
で
の
主

要
ス
キ
ー
マ
に
つ
い
て
も
設
題
し
、
和
歌
学
習
の
課
題
や
改
善
、
開
発
へ
の
具

体
的
な
提
案
を
こ
こ
ろ
み
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
前
稿
で
取
り
上
げ
た
掛

詞
・
序
詞
の
修
辞
法
、
伝
統
的
な
テ
ー
マ
（
〈
離
別
〉
U

部
立
川
問
題
領
域
）
の
把
捉

に
加
え
て
、
こ
こ
で
は
「
本
歌
取
り
」
「
題
詠
」
「
詠
歌
主
体
」
「
歌
こ
と
ば
」
な

ど
を
扱
っ
て
い
る
。

四

古
文
学
習
者
「
読
解
」
プ
ロ
セ
ス
の
課
題
（
B

）

B 

（
〈

R
8）

問
題
藤
原
定
家
は
、
あ
る
歌
会
で
「
秋
の
旅
」
の
題
を
与
え
ら
れ
て
、
次

の
歌
を
詠
ん
で
い
ま
す
。

忘

れ

な

む

ま

つ

と

な

告

げ

そ

峰

の
秋
風

な
か
な
か
に

い
な
ば
の
山
の

56 

O

題
材
解
説

＊
出
典
新
古
今
和
歌
集
・
巻
第
十
・
轄
旅
歌
・
九
六
八
番
・
詞
書
「
摂
政
太

政
大
臣
家
歌
合
に
秋
旅
と
い
ふ
こ
と
を
」
・
藤
原
定
家
朝
臣

正
治
二
年
良
経
家
十
題
廿
番
撰
歌
ム
口
（
散
逸
）
・
歌
題
「
秋
旅
」

定
家
卿
百
番
白
歌
合
・
雑
・
八
六
番
左
（
勝
）

拾
遺
愚
草
・
下
・
雑
・
旅
・
二
六
八
O
番
（
新
編
国
歌
大
観
番
号
）
・
詞
書
「
同

（
正
治
）
二
年
二
月
同
家
（
左
大
臣
家
）
歌
合
、
秋
旅
」

＊
岩
波
新
日
本
古
典
文
学
大
系
『
新
古
今
和
歌
集
』
訳
忘
れ
て
し
ま
お
う
。

あ
の
ひ
と
が
わ
た
し
の
帰
り
を
待
っ
て
い
る
と
、
な
ま
じ
告
げ
な
い
で
お
く

れ
。
松
（
待
つ
）
で
有
名
な
悶
幡
の
山
の
峰
の
秋
風
だ
か
ら
と
い
っ
て
。

＊
古
注
拾
遺
愚
草
抄
出
問
主
日
D
類
三
四
八
番
（
本
歌
「
立
別
」
歌
掲
出
、
略
）

本
歌
に
問
答
し
て
よ
め
り
。
再
会
も
定
な
き
に
、
中
／
＼
に
ま
つ
と
云
詞
（
異



文
「
事
は
」
「
こ
と
は
」
）
し
ら
せ
そ
と
也
。

＊
語
釈
忘
れ
な
む
・
「
な
む
」
の
「
む
」
に
つ
い
て
、
本
居
貫
長
「
美
濃
の
家

づ
と
』
（
三
の
巻
）
も
含
め
て
諸
注
ひ
と
し
く
「
む
」
を
意
思
に
と
っ
て

「
い
っ
そ
の
こ
と
、
故
郷
の
こ
と
は
忘
れ
て
し
ま
お
う
」
と
す
る
。
ま
た
、
岩

波
新
大
系
「
新
古
今
和
歌
集
』
脚
注
に
は
「
希
望
の
助
詞
と
も
解
し
う
る
」

と
記
す
。
そ
の
場
合
「
都
の
人
よ
、
私
の
こ
と
を
忘
れ
て
お
く
れ
」
と
な
る

が
、
い
ず
れ
も
採
ら
な
い
。
こ
こ
で
は
推
量
と
見
て
「
き
っ
と
（
す
っ
か
り
）

忘
れ
て
し
ま
っ
た
だ
ろ
う
」
と
し
、
そ
の
読
み
の
方
向
付
け
を
設
問
中
の
解

説
で
行
っ
た
（
後
掲
）
。
古
注
に
は
「
本
歌
に
問
答
し
て
よ
め
り
」
と
あ
る
。

5
 

つ
ま
り
、
本
歌
と
の
対
話
関
係
に
あ
る
の
が
定
家
詠
だ
と
い
う
。
本
詠
「
ま

つ
と
な
告
げ
そ
」
の
発
話
主
体
は
本
歌
「
ま
つ
と
し
聞
か
ば
」
の
主
体
で
あ

る
。
と
な
れ
ば
、
定
家
は
、
か
つ
て
の
自
詠
（
本
歌
）
と
「
問
答
」
（
対
話
）

す
る
行
平
を
発
話
の
主
体
と
し
、
離
京
時
に
不
安
の
中
で
「
待
つ
」
の
声
を

期
待
し
た
行
平
が
着
任
後
に
は
「
忘
れ
な
む
」
と
の
疑
念
を
増
幅
さ
せ
て
望

郷
の
思
い
と
の
聞
で
宙
づ
り
に
な
る
と
の
想
を
得
て
、
そ
う
し
た
主
体
の
情

意
を
軸
に
歌
題
「
秋
旅
」
の
本
意
を
題
詠
（
シ
ュ
ミ
レ
ー
シ
ョ
ン
世
界
）
で
掘
り

深
め
た
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
c

「
む
」
推
量
義
説
の
選
択
は
こ
れ
に
よ
る
。

ま
つ
と
な
告
げ
そ
・
本
歌
の
「
ま
っ
と
し
聞
か
ば
」
を
踏
ま
え
る
。
「
告
げ

る
」
は
、
発
話
主
体
が
秋
風
に
託
し
て
都
人
に
「
告
げ
る
」
の
で
は
な
く
、

秋
風
（
松
風
）
が
本
歌
通
り
の
「
待
つ
」
の
語
を
都
人
の
思
い
と
し
て
発
話
主

体
に
「
告
げ
る
」
こ
と
。
そ
れ
を
、
「
忘
れ
な
む
」
と
思
う
が
故
に
「
な
か
な

か
」
と
感
じ
て
「
な
・
：
：
・
そ
」
で
禁
止
す
る
構
図
。

な
か
な
か
に
形
容
動
詞
「
な
か
な
か
な
り
」
連
用
形
の
副
詞
的
用
法
c

「
中
々
に
は
、
な
ま
じ
ひ
に
な
り
、
二
の
句
の
上
へ
う
つ
し
て
心
得
べ
し
」

ぷ
U

（
「
美
濃
の
家
づ
と
」
三
の
巻
）
0

た
だ
し
、
第
三
句
に
措
か
れ
る
こ
と
で
、
剖
剛
詞

的
用
法
と
は
別
に
、
独
立
し
た
一
語
と
し
て
「
な
か
な
か
な
り
」
の
情
意
を

も
表
象
す
る
。

い
な
ば
の
山
こ
れ
も
本
歌
を
踏
ま
え
る
。
題
詠
で
あ
る
本
詠
に
お
い
て
、

詠
出
の
場
は
行
平
着
任
後
（
「
往
な
ば
」
）
の
「
因
幡
国
」
の
地
、
と
の
仮
構
設

定
を
支
え
、
標
示
す
る
措
辞
。

峰
の
秋
風
「
峰
」
は
本
歌
「
峰
に
生
ふ
る
ま
つ
（
松
待
っ
こ
を
踏
ま
え
る
。

し
た
が
っ
て
「
風
」
は
「
待
つ
」
の
言
葉
を
幻
聴
さ
せ
る
松
風
。
し
か
も
そ

れ
は
「
あ
き
（
秋
・
飽
き
）
」
風
、
と
い
う
工
夫
。
岩
波
新
大
系
『
新
古
今
和

歌
集
』
脚
注
に
は
、
「
「
風
の
便
り
」
を
暗
示
。
だ
が
実
は
「
あ
き
風
」
で
あ

る
点
が
妙
味
。
」
と
あ
る
。
こ
れ
も
「
忘
れ
な
む
」
の
「
む
」
を
推
量
と
す
る

読
み
方
を
支
え
よ
う
。
な
お
、
「
秋
風
」
は
「
歌
こ
と
ば
」
で
あ
っ
て
、
和
歌

世
界
で
は
秋
の
景
物
で
あ
る
と
と
も
に
、
①
人
恋
し
の
情
を
誘
う
も
の
、
②

心
変
わ
り
へ
の
不
安
を
か
き
た
て
る
も
の
、
と
の
形
象
性
を
に
な
う
（
第
5

問
例
歌
、
参
照
）

0

定
家
一
誌
で
は
、
「
忘
れ
な
む
」
が
②
と
、
「
ま
つ
と
な
青
げ

そ
」
が
①
と
響
き
合
、
っ
。
そ
し
て
、
賦
活
さ
れ
る
二
つ
の
形
象
性
の
交
錯
す

る
事
態
が
「
な
か
な
か
に
」
で
標
示
さ
れ
る
。
そ
う
す
る
こ
と
で
、
定
家
は

歌
題
「
秋
旅
」
〈
問
題
領
域
〉
の
本
意
を
両
者
交
錯
の
情
意
と
し
て
一
首
に
表
象

し
、
歌
会
の
場
へ
の
応
答
（
呼
び
か
け
）
と
し
た
わ
け
で
あ
る
。

＊
試
訳
（
「
ま
っ
と
し
聞
か
ば
ん
7

帰
り
米
む
」
な
ど
と
歌
っ
た
が
）
都
人
は
も
う
私
の

こ
と
な
ど
き
っ
と
忘
れ
て
し
ま
っ
た
だ
ろ
う
c

（
だ
か
ら
）
な
ま
な
か
に
私
の

帰
り
を
待
っ
て
い
る
な
ど
と
台
げ
な
い
で
お
く
れ
、
因
幡
の
山
の
峰
の
松
を

響
か
せ
て
吹
き
抜
け
る
秋
風
よ
。
「
あ
き
風
」
な
の
だ
か
ら
。
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O

設
問
解
説
お
よ
び
解
答
例
分
析

B
｛
疋
家
詠
の
初
問
4
は、

da円
4
で
は
以
下
の
設
問
と
し
た
。

4
〈

2

4
（
③
解
釈
の
展
開
・
④
テ
キ
ス
ト
の
内
容
の
熟
考
、
同
命
題
統
合
・

凶
マ
ク
ロ
ム
叩
題
構
成
・
同
文
脈
モ
デ
ル
の
形
成
）

藤
原
定
家
は
、
こ
の
歌
を
踏
ま
え
て
次
の
歌
を
詠
ん
で
い
ま
す
。

（
歌
、
略
）

初
旬
に
あ
る
「
な
む
」
は
完
了
（
強
意
）
の
助
動
詞
「
ぬ
」
に
推
量
の
助
動

詞
「
む
」
を
加
え
た
も
の
。
ま
た
、
第
二
句
の
「
な
告
げ
そ
」
は
結
句
「
峰

の
秋
風
」
へ
の
呼
び
か
け
で
す
。
「
秋
の
旅
」
を
題
と
し
て
詠
ん
だ
も
の
だ
と

い
う
の
で
す
が
、
と
な
る
と
、
こ
の
歌
は
、
誰
の
、
ど
こ
で
の
思
い
を
詠
ん

だ
も
の
と
な
り
ま
す
か
。

倒

ー

の

司

1

1

1

で
の
田
心
い

＊

解

答

③

在

原

行

平

⑥

＊
問
題
の
種
類
求
答
形
式
問
題

＊
読
解
プ
ロ
セ
ス
の
下
位
尺
度

③
解
釈
の
展
開

設
問
内
解
説
の
情
報
に
基
づ
く
、
テ
キ
ス
ト
情
報
の
統
合
、
加
工
、
焦
点
化
｛
習
熟

度
レ
ベ
ル
3｝

④
テ
キ
ス
ト
の
内
容
の
熟
考

設
問
内
解
説
の
情
報
l
「
藤
原
定
家
は
、
こ
の
歌
を
踏
ま
え
て
次
の
歌
を
詠
ん
で
い
ま

す
よ
に
基
づ
く
本
歌
と
テ
キ
ス
ト
と
の
関
連
づ
け
、
そ
れ
に
よ
る
状
況
モ
テ
ル
発

話
主
体
・
場
｜
の
構
成
【
習
熟
度
レ
ベ
ル
2】 因

幡
国

同
命
題
統
合

設
問
内
解
説
の
情
報
に
基
づ
く
第
二
句
と
結
句
と
の
統
合
、
そ
れ
に
よ
る
一
首
文
脈

の
整
序

凶
マ
ク
ロ
命
題
（
構
造
）
構
成

「
忘
れ
な
む
」
「
ま
つ
と
な
告
げ
そ
」
の
発
話
王
体
の
統
合
に
よ
る
一
首
意
味
表
象
の

形
成

同
文
脈
モ
デ
ル
の
形
成

設
問
内
の
解
説
情
報
「
藤
原
定
家
は
、
こ
の
歌
を
踏
ま
え
て
次
の
歌
を
詠
ん
で
い
ま

す
よ
｜
に
基
づ
く
、
本
歌
と
テ
キ
ス
ト
と
を
関
連
づ
け
た
文
脈
モ
デ
ル
の
形
成
、
そ

れ
に
よ
る
状
況
モ
デ
ル
発
話
主
体
・
場
の
構
成

文
脈
モ
デ
ル
に
よ
る
状
況
モ
デ
ル
の
構
成
力
を
問
、
っ
問
題
。
和
歌
詠
作
に
お

い
て
、
特
に
題
一
誌
の
場
合
、
歌
人
は
「
発
話
主
体
」
「
場
」
「
出
来
事
」
を
、
つ

ま
り
は
状
況
を
仮
構
す
る
。
仮
構
す
る
の
は
、
そ
れ
が
歌
題
（
問
題
領
域
）
を
め

ぐ
る
思
考
（
本
意
追
究
）
の
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
て
あ
る
か
ら
だ
。
発
話
主
体
（
行

平
）
を
、
場
（
因
橋
国
）
を
、
出
来
事
（
赴
任
H
都
人
と
の
別
れ
）
を
（
定
家
詠
は
本

歌
を
借
り
て
）
仮
構
し
、
そ
の
フ
ィ
ー
ル
ド
で
思
考
を
展
開
さ
せ
つ
つ
「
世
界
」

（
生
活
世
界
H
人
間
社
会
・
自
然
川
歌
題
「
秋
旅
」
）
と
の
対
話
を
重
ね
る
言
語
的
な

営
み
。
こ
れ
は
和
歌
一
誌
に
限
ら
ず
、
い
ず
れ
の
テ
キ
ス
ト
に
お
い
て
も
認
め
ら

れ
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
言
語
的
営
為
（
物
語
行
為
）
を
読
み
、
応
答
、
批
評
す

る
こ
と
を
三
岡
む
こ
と
ψ

と
考
え
、
そ
の
プ
ロ
セ
ス
を
「
読
解
」
モ
デ
ル
と
し

て
構
想
し
、
各
段
階
の
習
熟
度
を
評
価
す
る
、
そ
れ
を
古
文
の
韻
文
領
域
で
試

み
た
の
が
本
「
学
力
評
価
問
題
（
古
文
・
韻
文
こ
だ
っ
た
。
こ
の
、
物
語
内
容

（
I
「
理
解
」
）
物
語
言
説
（
E
「
解
釈
」
）
の
了
解
の
上
に
立
っ
て
物
語
行
為
を
こ

そ
問
題
化
す
る
「
読
解
」
モ
デ
ル
に
お
い
て
は
、
特
に

E
「
鑑
賞
」

N
、
「
応
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答」、

V
「
批
評
」
で
は
、
仮
構
さ
れ
た
「
思
考
の
フ
ィ
ー
ル
ド
」
の
共
有
が
基

盤
を
な
す
。
共
有
に
向
け
て
推
論
を
も
っ
て
構
成
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の

が
状
況
モ
デ
ル
。
本
設
問
で
は
そ
う
し
た
意
義
を
に
な
う
状
況
モ
デ
ル
の
構
成

力
を
問
、
っ
た
。

｛
疋
家
詠
の
場
合
、
推
論
の
過
程
は
本
歌
を
組
み
込
ん
だ
文
脈
モ
デ
ル
の
形
成

を
軸
と
し
た
、
次
の
よ
う
な
こ
と
と
な
ろ
う
。

ィ
「
忘
れ
な
む
」
「
な
告
げ
そ
」
に
焦
点
化
し
た
マ
ク
ロ
命
題
構
成
↓
両

者
は
同
一
主
体
の
発
話

ロ
「
峰
の
秋
風
」
に
「
な
告
げ
そ
」
と
呼
び
か
け
る
と
の
命
題
統
合
↓
詠

作
の
場
は
「
峰
」
の
修
飾
句
「
因
幡
の
山
」
の
あ
る
地

ハ
解
説
「
定
家
詠
は
本
歌
を
踏
ま
え
て
い
る
」
↓
「
ま
つ
と
な
告
げ
そ
」

は
本
歌
「
ま
っ
と
し
聞
か
ば
」
を
承
け
る
↓
「
ま
つ
と
な
告
げ
そ
」
の

発
話
の
主
体
は
、
本
歌
「
ま
っ
と
し
聞
か
ば
」
の
発
話
主
体

ニ
解
説
「
定
家
一
誌
は
本
歌
を
踏
ま
え
て
い
る
」
↓
「
因
幡
の
山
の
峰
」
は

本
歌
の
「
因
幡
の
山
の
峰
」
↓
「
峰
の
秋
風
」
に
「
な
告
げ
そ
」
と
呼
び

か
け
る
詠
作
の
場
は
、
本
歌
発
話
主
体
の
赴
任
地

ホ

ハ

H
定
家
一
誌
の
発
話
主
体
は
本
歌
の
発
話
主
体
↓
在
原
行
平

へ

ニ

H

場
は
本
歌
に
い
う
赴
任
地
（
「
往
な
ば
」
）
↓
因
幡
国

ト
解
説
「
定
家
詠
は
「
秋
旅
」
を
題
と
し
て
詠
ん
だ
も
の
」
↓
定
家
の
因

幡
国
で
の
思
い
を
詠
じ
た
も
の
で
は
な
い
↓
発
話
主
体
も
詠
作
地
も
仮

構
さ
れ
た
も
の

チ
ト
リ
仮
構
さ
れ
た
「
思
考
の
フ
ィ
ー
ル
ド
」
で
の
歌
詠

｛
疋
を
借
り
た
歌
題
「
秋
旅
」
（
問
題
領
域
）
の
本
意
追
究

リ

チ

H

本
歌
の
設
定
を
借
り
た
「
秋
旅
」
の
本
意
追
究

↓
本
歌
の
設

↓
定
家
は
、
本

歌
の
テ
I
マ
（
〈
離
別
〉
）
を
共
有
し
て
対
話
（
「
問
答
」
）
し
、
そ
の
情
意
を

「
秋
旅
」
の
叙
情
と
し
て
掘
り
下
げ
、
応
答
し
た
（
歌
会
の
場
に
呼
び
か
け
た
）

も
の
（
そ
の
情
意
の
内
実
に
つ
い
て
は
語
釈
「
峰
の
秋
風
」
項
参
照
。
設
問
は
第

5
・
6問）

設
問
中
の
解
説
は
こ
の
推
論
展
開
の
導
き
の
糸
と
し
て
用
意
し
た
も
の
だ
っ
た
。

被
験
者
は
大
学
三
年
生
一

O
名
。
③
は
八
名
が
「
藤
原
定
家
」
と
解
答
、

「
男
」
「
因
幡
に
い
る
人
」
が
各
一
。
⑥
は
「
因
幡
の
山
」
が
六
名
、
「
旅
先
」
が

＝
一
、
「
旅
の
途
中
」
が
一
だ
っ
た
。
テ
キ
ス
ト
ベ

1
ス
の
読
解
（
イ
ロ
）
か
ら
の

状
況
モ
デ
ル
構
成
に
と
ど
ま
り
、
本
歌
を
組
み
込
ん
だ
文
脈
モ
デ
ル
の
形
成
を

も
っ
て
状
況
モ
デ
ル
を
推
論
す
る
に
は
及
ば
な
か
っ
た
こ
と
が
分
か
る
（
詠
歌

主
体
に
か
か
わ
る
「
男
」
「
因
幡
に
い
る
人
」
の
解
答
は
「
設
問
中
に
正
解
が
記
さ
れ
る
は

ず
が
な
い
」
と
い
っ
た
こ
と
か
ら
「
藤
原
定
家
」
を
回
避
し
た
も
の
。
そ
こ
か
ら
「
在
原

行
平
」
に
展
開
で
き
な
か
っ
た
と
こ
ろ
に
本
歌
が
視
野
に
入
ら
ぬ
推
論
過
程
が
あ
ら
わ
で

あ
る
）

0

設
問
冒
頭
解
説
（
「
こ
の
歌
を
踏
ま
え
て
」
）
は
導
き
の
糸
と
な
ら
な
か
っ

た
の
で
あ
る
。

解
説
が
機
能
し
な
か
っ
た
理
由
に
は
い
く
つ
か
の
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
が
、

根
幹
に
あ
る
の
は
お
そ
ら
く
作
家
作
品
論
に
足
場
を
お
く
和
歌
学
習
の
慣
習
、

す
な
わ
ち
一
首
の
発
話
主
体

7
詠
歌
王
体
）
を
実
体
的
な
詠
作
者
と
同
一
視
す

る
根
強
い
古
典
教
室
の
慣
習
で
あ
る
。
そ
れ
が
設
問
冒
頭
解
説
「
踏
ま
え
て
」

を
利
用
程
度
の
こ
と
と
読
ま
せ
た
の
で
も
あ
ろ
う
。
こ
う
し
た
慣
習
は
表
現
の

す
べ
て
を
実
体
的
な
作
者
に
還
元
す
る
こ
と
で
作
者
が
仮
構
す
る
「
思
考
の

フ
ィ
ー
ル
ド
」
、
そ
こ
で
の
知
的
営
為
へ
の
視
界
を
曇
ら
せ
、
私
た
ち
の
「
鑑

賞
」
「
応
答
」
「
批
評
」
を
物
語
言
説
の
賛
嘆
、
物
語
内
容
へ
の
共
感
（
同
化
）
と

違
和
（
異
化
）
、
す
な
わ
ち
「
感
想
」
に
局
限
さ
せ
て
し
ま
う
。
そ
し
て
、
仮
構
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さ
れ
た
「
思
考
の
フ
ィ
ー
ル
ド
」
で
の
言
語
的
営
為

T
聞
い
深
め
け
問
題
領
域
を

め
ぐ
る
テ
キ
ス
ト
内
対
話
）
の
追
体
験
と
し
て
の
「
鑑
賞
」
、
テ
キ
ス
ト
内
対
話
へ

の
参
与
と
白
ら
の
知
識
や
経
験
を
持
ち
込
ん
で
す
る
主
体
的
創
造
的
な
「
応
答
」
、

問
題
領
域
を
め
ぐ
る
テ
キ
ス
ト
の
呼
び
か
け
（
応
答
）
と
そ
れ
を
支
え
た
言
語

的
営
為
の
相
対
化
、
さ
ら
に
は
相
対
化
す
る
自
己
の
メ
タ
化
に
も
及
ぶ
「
批
評
」
、

そ
れ
ら
す
べ
て
の
対
話
的
な
テ
キ
ス
ト
「
読
解
」
の
場
を
封
じ
て
し
ま
う
。
つ

ま
り
は
本
「
学
力
評
価
問
題
（
古
文
・
韻
文
）
」
が
前
提
と
し
て
い
る
「
読
解
」
モ

デ
ル
の
途
を
閉
ざ
す
。
し
た
が
っ
て
こ
の
慣
習
は
読
解
力
の
育
成
の
た
め
に
も

見
直
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
も
ち
ろ
ん
そ
れ
は
古
文
学
習
だ
け
の
課
題
で

は
な
い
が
、
古
文
テ
キ
ス
ト
を
真
に
読
書
の
対
象
と
し
（
そ
れ
が
「
親
し
む
」
姿

だ
ろ
う
）
、
と
も
す
れ
ば
音
律
の
身
体
化
、
情
趣
的
共
感
（
暗
黙
知
の
形
成
）
、
で
け

れ
ば
知
識
習
得
、
教
養
形
成
に
帰
着
し
が
ち
な
古
典
教
室
を
思
考
（
「
世
界
」
と

の
対
話
）
の
場
へ
と
開
展
さ
せ
よ
う
と
す
る
な
ら
ば
、
古
文
学
習
の
課
題
で
も
あ

り
う
る
。
こ
の
課
題
の
解
決
へ
の
途
は
さ
ま
ざ
ま
あ
る
が
、
和
歌
学
習
で
の

「
詠
歌
主
体
」
の
発
見
は
そ
の
捷
径
。
本
設
問
（
含
、

5
5、
8
）
を
解
説
す
る

授
業
場
面
な
ど
で
素
性
法
師
の
女
性
仮
託
歌
（
『
百
人
一
首
』
「
今
来
む
と
」
詠
な
ど
）

を
紹
介
す
れ
ば
、
慣
習
は
容
易
に
揺
ら
ぎ
、
学
習
者
の
眼
は
自
ず
か
ら
仮
構
さ

れ
る
「
思
考
の
フ
ィ
ー
ル
ド
」
、
そ
こ
で
の
言
語
的
営
為
に
向
か
う
は
ず
で
あ
る
。

そ
の
一
般
化
が
多
様
な
言
語
事
象
を
も
っ
て
果
た
さ
れ
れ
ば
、
読
解
ス
キ
ー
マ

の
質
は
大
き
く
更
新
さ
れ
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。

さ
て
、
そ
う
し
た
こ
と
も
織
り
込
み
つ
つ
の
設
題
が
第
4
問
〈
R

4
だ
っ
た

が
、
結
果
は
慣
習
の
壁
の
厚
さ
を
あ
ら
た
め
て
確
認
さ
せ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

原
因
は
想
定
し
た
推
論
プ
ロ
セ
ス
の
イ
ロ
か
ら
ハ
以
下
へ
の
展
開
が
な
か
っ
た

こ
と
、
す
な
わ
ち
文
脈
モ
デ
ル
が
本
歌
を
組
み
込
む
形
で
形
成
さ
れ
な
か
っ
た

こ
と
に
あ
っ
た
。
解
説
が
導
き
の
糸
と
し
て
機
能
し
な
か
っ
た
わ
け
だ
が
、
で

は
ど
の
よ
う
な
解
説
で
あ
れ
ば
本
歌
を
組
み
込
ん
だ
文
脈
モ
デ
ル
の
形
成
、
ひ

い
て
は
仮
構
さ
れ
た
状
況
モ
デ
ル
の
構
成
を
助
け
る
の
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
を
探

る
べ
く
改
訂
を
施
し
た
の
が
〈
日

5
で
あ
る
c

「
踏
ま
え
て
」
の
具
体
を
傍
線
部

の
文
言
で
説
明
し
、
新
た
な
導
き
の
糸
を
加
え
た
。

4 

話円

5
（
同
前
）

藤
原
定
家
は
、
こ
の
歌
を
踏
ま
え
て
次
の
歌
を
詠
ん
で
い
ま
す
。

（

歌

、

略

）

一

初
旬
に
あ
る
「
な
む
」
は
完
了
（
強
意
）
の
助
動
詞
「
ぬ
」
に
推
量
の
助
動
一

詞
「
む
」
を
加
え
た
も
の
。
ま
た
、
第
二
句
の
「
ま
つ
」
は
『
百
人
一
首
」
一

行
平
歌
の
「
ま
っ
と
し
聞
か
ば
」
か
ら
の
引
用
で
、
「
な
告
げ
そ
」
は
結
句
に
一

あ
る
「
峰
の
秋
風
」
へ
の
呼
び
か
け
で
す
。
「
秋
の
旅
」
を
題
と
し
て
詠
ん
だ

も
の
だ
と
い
う
の
で
す
が
、
と
な
る
と
、
こ
の
歌
は
、
旅
人
で
あ
る
誰
の
、

ど
こ
で
の
思
い
を
詠
ん
だ
も
の
と
な
り
ま
す
か
。

引

の

嗣

一

J
1
1
1
1
U
で
の
思
い
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＊
解
答
申
問
題
の
種
類
＊
読
解
プ
ロ
セ
ス
の
下
位
尺
度
同
前

調
査
対
象
は
高
校
生
二
年
牛
二
一
O
名
、
二
年
生
二
三
名
。
と
も
に
一
一
一
月
実
施
）

0

結
果
は
、
④
を
行
平
と
す
る
解
答
四
四
、
⑥
も
「
因
幡
」
一
九
、
「
因
幡
固
」
一

六
を
得
た
。
な
か
に
「
都
か
ら
遠
く
離
れ
た
因
幡
国
」
（
四
）
「
赴
任
先
の
因
幡

国
」
（
二
が
あ
り
、
他
に
「
赴
任
先
」
も
一
例
あ
っ
た
。

こ
の
結
果
は
推
論
プ
ロ
セ
ス
の
ハ
ニ
ホ
ヘ
に
進
ん
だ
者
が
二
疋
程
度
あ
っ
た

こ
と
を
示
し
て
い
る
。
「
本
歌
取
り
」
を
指
示
し
な
い
場
合
で
あ
っ
て
も
、
具
体



的
な
引
用
関
係
を
説
明
す
れ
ば
本
歌
取
り
の
概
念
内
容
を
理
解
し
、
そ
れ
を
用

い
て
本
歌
を
組
み
込
ん
だ
文
脈
モ
デ
ル
を
形
成
し
、
状
況
モ
デ
ル
を
構
成
し
う

。。

る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
深
い
概
念
理
解
は
具
体
を
必
要
と
す
る
。
こ
う
し
た

解
釈
体
験
の
機
会
を
と
ら
え
て
術
語
を
与
え
れ
ば
、
概
念
は
使
用
可
能
な
読
解

ス
キ
ー
マ
と
な
る
の
で
あ
ろ
う
。
〈
2

4
で
は
「
三
大
歌
集
の
歌
風
比
較
」
な
ど

で
「
本
歌
取
り
」
の
術
語
を
学
ん
で
い
る
は
ず
の
大
学
生
が
、
そ
の
既
有
知
識

を
賦
活
、
適
用
し
え
な
か
っ
た
。
こ
れ
も
占
文
学
習
の
課
題
で
あ
る
。

た
だ
し
、
正
答
率
は
な
お
低
い
。
ま
た
、
「
行
平
因
幡
（
国
こ
の
完
答
は
二

一
（
店
主
に
溜
ま
る
。
文
脈
モ
デ
ル
の
不
完
全
さ
。
多
く
は
「
思
考
の
フ
ィ
ー

ル
ド
」
を
共
有
し
て
い
な
い
。
ま
た
、
二
一
の
完
答
者
も
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
第

5

6
問
（
〈
芦

5
）
で
は
状
況
モ
デ
ル
を
踏
ま
え
た
解
答
と
な
っ
て
い
な
い
。

設
問
解
説
に
し
た
が
っ
て
「
行
平
｜
因
幡
（
国
）
」
と
は
し
た
も
の
の
そ
の
意
義

に
は
思
い
及
ば
ず
、
実
作
者
定
家
と
の
関
係
に
も
状
況
モ
デ
ル
の
仮
構
性
に
も

思
い
至
ら
ず
、
結
果
、
推
論
プ
ロ
セ
ス
の
ト
の
手
前
で
停
滞
し
て
し
て
し
ま
っ

た
と
い
っ
た
と
こ
ろ
だ
ろ
う
c

設
問
解
説
「
「
秋
の
旅
」
を
題
と
し
て
詠
ん
だ
も

の
だ
と
い
う
の
で
す
が
」
が
機
能
し
な
か
っ
た
わ
け
だ
が
、
「
題
詠
」
概
念
を
持

た
な
く
と
も
、
定
家
が
「
行
平
の
因
幡
（
同
）
で
の
思
い
」
を
詠
じ
た
と
い
う
だ

け
で
物
語
論
ス
キ
ー
マ
が
働
き
そ
う
な
も
の
だ
。
そ
う
な
ら
・
な
か
っ
た
の
は
近

n可
ν

現
代
文
学
習
で
の
「
語
り
の
構
造
（
仕
組
み
こ
理
解
が
不
十
分
だ
っ
た
か
、
汎

用
性
の
確
認
に
よ
っ
て
学
背
の
転
移
へ
の
展
望
が
聞
か
れ
て
い
な
か
っ
た
か
の

い
ず
れ
か
で
あ
ろ
う
。
も
ち
ろ
ん
、
作
家
作
品
論
に
足
場
を
お
く
和
歌
学
習
の

慣
習
が
こ
こ
で
も
な
お
強
く
作
用
し
た
の
で
も
あ
ろ
う
が
、
そ
れ
を
乗
り
越
え

る
た
め
に
も
、
近
現
代
文
学
習
と
上
口
文
学
期
H
と
の
架
橋
が
必
要
だ
。
そ
の
た
め

に
は
授
業
者
に
近
現
代
文
と
古
文
と
を
（
さ
ら
に
は
テ
キ
ス
ト
と
呼
び
う
る
す
べ
て

の
表
象
を
）
「
思
考
の
フ
ィ
ー
ル
ド
」
に
お
け
る
人
の
言
語
的
営
為
を
伝
え
る
も

の
、
そ
の
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
と
捉
え
返
す
構
え
が
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
そ
れ
が

整
え
ば
架
橋
の
ア
イ
デ
ィ
ア
は
さ
ま
ざ
ま
に
生
ま
れ
て
く
る
は
ず
で
あ
る
。

も
っ
と
も
、
こ
の
架
橋
は
「
語
り
の
構
造
」
が
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
あ

る
い
は
「
自
我
」
や
「
主
体
」
を
め
ぐ
る
問
題
領
域
が
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
、

お
そ
ら
く
は
近
現
代
文
学
習
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
に
は
多
く
を
期
待
で
き
な
い

（
授
業
者
も
学
習
者
も
近
現
代
の
世
界
で
自
足
し
て
し
ま
う
か
ら
）
。
な
ら
ば
、
古
文
学
習

が
そ
れ
を
引
き
受
け
る
ほ
か
は
な
い
。
上
口
文
テ
キ
ス
ト
を
人
の
言
語
的
営
為
の

ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
と
捉
え
返
し
て
分
析
し
、
そ
れ
を
近
現
代
テ
キ
ス
ト
に
架
橋
し
、

近
現
代
の
言
語
行
為
を
、
さ
ら
に
は
学
習
者
自
身
の
言
語
行
為
を
メ
タ
批
評
す

る
機
会
と
す
る
こ
と
。
大
き
な
課
題
だ
が
、
こ
う
し
た
構
想
に
字
ま
れ
る
教
室

の
知
的
営
み
こ
そ
が
古
文
学
習
の
意
義
を
彼
ら
に
了
解
さ
せ
る
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。

と
ま
れ
、
当
面
の
課
題
で
あ
る
「
語
り
の
構
造
」
へ
の
理
解
は
「
題
詠
」
の

学
習
が
有
効
だ
ろ
う
。
そ
こ
で
、
文
脈
モ
デ
ル
形
成
が
不
完
全
な
、
ま
た
完
答

し
で
も
ト
の
手
前
に
停
滞
す
る
本
「
学
力
評
価
問
題
（
古
文
・
韻
文
こ
の
被
験
者

に
向
け
て
さ
ら
な
る
改
訂
版
を
用
意
し
、
そ
の
効
果
を
確
か
め
る
こ
と
と
し
た
。

こ
う
し
た
被
験
者
の
実
態
は
古
文
教
室
の
学
習
者
の
実
態
で
も
あ
ろ
う
か
ら
、

授
業
場
面
を
想
定
し
て
問
答
形
式
と
し
た
（
梅
子
を
授
業
者
に
見
立
て
れ
ば
教
師
主

導
の
問
符
）
。
そ
の
最
終
版
が
以
下
の
〈
2

8
で
あ
る
。
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4 

〈同円

8
（

a①
情
報
の
取
り
出
し
、
山
命
題
構
成
、

b
c
同
前
）

藤
原
定
家
は
、
あ
る
歌
会
で
「
秋
の
旅
」
の
題
を
与
え
ら
れ
て
、
次
の
歌
を

詠

ん

で

い

ま

す

。

一



忘
れ
な
む

の
秋
風

こ
の
歌
に
つ
い
て
も
、
信
郎
君
と
梅
子
さ
ん
が
次
の
よ
う
な
会
話
を
交
わ
し

ま
し
た
。

信
郎
君

梅
子
さ
ん

信
郎
君

梅
子
さ
ん

信
郎
君

梅
子
さ
ん

信
郎
君

ま
つ
と
な
告
げ
そ

な
か
な
か
に

い
な
ば
の
山
の

こ
の
歌
、
『
百
人
一
首
』
の
行
平
の
歌
と
、
よ
く
似
て
る
。

そ
う
だ
ね
。
「
い
な
ば
の
山
の
峰
」
が
一
緒
。
「
ま
つ
と
な
告
げ

そ
」
の
「
ま
つ
」
も
、
行
平
の
歌
の
「
ま
っ
と
し
聞
か
ば
」
を

意
識
し
て
い
る
の
か
な
あ
。

こ
れ
っ
て
、
本
歌
取
り
？
じ
ゃ
、
「
秋
風
」
は
、
本
歌
の
行
平

の
歌
に
も
あ
っ
た
「
因
幡
の
山
の
峰
」
を
吹
き
抜
け
る
風
の
こ

と
だ
ね
。
そ
の
風
に
「
ま
つ
と
な
告
げ
そ
」
っ
て
言
っ
て
る
わ

け
だ
あ
o

で
も
、
風
に
そ
ん
な
こ
と
言
う
っ
て
、
意
味
不
明
！

因
幡
の
峰
の
木
々
を
吹
き
抜
け
る
風
の
音
が
、
そ
う
言
っ
て
る

よ
う
に
聞
こ
え
る
と
か
・
－

な
る
ほ
ど
。
や
っ
ぱ
り
行
平
の
歌
の
「
ま
つ
と
し
聞
か
ば
」
を

踏
ま
え
て
「
ま
つ
と
な
告
げ
そ
」
っ
て
言
っ
て
い
る
ん
だ
な
。

と
こ
ろ
で
、
初
句
の
「
忘
れ
な
む
」
の
「
な
む
」
、
例
の
、
識
別

で
習
っ
た
「
な
」
＋
「
む
」
だ
と
思
う
け
ど
、
こ
こ
の
「
む
」
っ

て
推
量
？
意
思
？

ど
っ
ち
も
あ
り
、
だ
ね
。
私
は
「
推
量
」
派
。
だ
っ
て
、
そ
の

方
が
本
歌
の
よ
う
な
「
ま
っ
と
し
間
か
ば
」
と
な
ら
な
か
っ
た

現
在
の
思
い
を
詠
ん
だ
こ
と
に
な
っ
て
、
よ
り
切
な
い
も
の
。

「
秋
の
旅
」
の
歌
だ
し
。

じ
ゃ
、
「
忘
れ
な
む
」
の
現
代
語
訳
は
〔
門
＼

luっ
て
と
こ
ろ 峰

守
主
」
ぺ

d
o

H
マJ

’V
4
A
T

二
人
の
解
釈
に
し
た
が
え
ば
、
こ
の
歌
は
、
誰
の
、
ど
こ
で
の
思
い
を
詠
ん

だ
も
の
と
な
り
ま
す
か
。

の
門
川
ハ
ハ
ハ
川

1
J
で

の

思

い

一

r
j
i
i川は
1
1

＊
解
答
都
の
人
は
も
う
私
の
こ
と
な
ど
き
っ
と
（
す
っ
か
り
）
忘
れ
て
し

ま
っ
た
だ
ろ
う
。

＊
問
題
の
種
類
求
答
形
式
問
題

＊
読
解
プ
ロ
セ
ス
の
下
位
尺
度

①
情
報
の
取
り
出
し

文
法
に
関
す
る
知
識
（
「
な
む
」
を
強
意
・
完
了
の
助
動
詞
＋
推
量
の
助
動
詞
と
解
し

た
場
合
の
現
代
語
訳
【
習
円
熟
度
レ
ベ
ル
1】

凶
命
題
構
成

「
む
」
を
推
量
と
解
し
た
場
合
に
お
け
る
「
忘
れ
な
む
」
の
意
味
命
題
の
構
成
）

二
人
の
解
釈
に
し
た
が
え
ば
、
こ
の
歌
は
、
誰
の
、
ど
こ
で
の
思
い
を
詠
ん

だ
も
の
と
な
り
ま
す
か
。
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b 

σ〉

で
の
回
心
い

＊
解
答
＊
問
題
の
種
類
本
読
解
プ
ロ
セ
ス
の
下
位
尺
度
同
前

調
査
は
大
学
生
を
被
験
者
と
し
て
行
っ
た
三
年
四
九
名
、
三
年
三
六
名
。
実
施

は
い
ず
れ
も
同
月
当
初
）
。

a
は
第
5
・
6
問
へ
の
布
石
と
し
て
の
確
認
問
題
だ
が
、
正
答
は
二
年
生
で



三
七
、
三
年
生
で
二
六
。
動
作
主
体
を
詠
歌
主
体
と
し
た
「
忘
れ
な
い
だ
ろ
う
」

が
二
年
生
に
一
て
三
年
生
に
も
七
あ
っ
た
。
打
ち
消
し
の
訳
出
は
「
情
報
の

取
り
出
し
」
ミ
ス
で
大
学
生
、
し
か
も
中
高
「
国
語
」
教
員
免
許
取
得
希
望
者

に
こ
れ
ほ
ど
出
る
の
は
衝
撃
的
だ
が
、
こ
れ
は
お
そ
ら
く
行
平
歌
の
設
問
解
答

に
も
あ
っ
た
「
感
情
の
推
量
的
認
識
」
例
。
解
説
末
尾
の
梅
子
発
言
「
本
歌
の

よ
う
な
「
ま
つ
と
し
聞
か
ぱ
」
と
な
ら
な
か
っ
た
現
在
の
思
い
を
詠
ん
だ
こ
と

に
な
っ
て
、
よ
り
切
な
い
も
の
。
」
が
別
方
向
に
効
き
過
ぎ
て
、
体
験
的
な
エ
ピ

ソ
ー
ド
モ
デ
ル
（
別
れ
た
人
を
忘
れ
ら
れ
な
い
私
）
賦
活
の
状
況
モ
デ
ル
（
都
人
を

忘
れ
ら
れ
な
い
行
平
）
が
構
築
さ
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
う
し
た
解
答
者

の
内
に
は
、
第
5
問
の
例
歌
①
（
「
秋
風
」
川
人
恋
し
の
情
を
誘
う
も
の
）
を
用
い
た

定
家
詠
解
釈
に
「
行
平
の
赴
任
前
の
地
に
残
し
て
来
た
人
の
こ
と
が
忘
れ
ら
れ

な
い
気
持
ち
」
と
記
す
場
合
が
あ
る
。
状
況
モ
デ
ル
を
構
成
し
得
た
b
c完
答

者
の
も
の
だ
が
、
「
感
情
の
推
量
的
認
識
」
は
ど
こ
ま
で
も
生
き
続
け
る
よ
う
で

あ
る
。
残
り
は
「
忘
れ
よ
う
」
「
忘
れ
た
い
の
だ
ろ
う
」
の
各
一
例
で
、
梅
子
の

声
に
耳
を
貸
さ
な
い
分
析
対
象
外
回
答
。

b
Z
R
4
・
5
④）・

C

（
向
上
⑥
）
の
結
果
は
、

b
を
行
平
と
す
る
解
答
が

四
九
（
お
%
、
二
年
二
八
、
三
年
二
二
、

C
も
「
因
幡
（
国
）
」
と
す
る
も
の
が
四

七
（
「
閃
幡
の
山
（
の
峰
）
」
等
の
一
六
を
除
く
。
二
年
二
六
、
三
年
二
二
で
日
%
を
越

え
た
（
他
に
「
赴
任
先
」
二
）
c

ま
た
、
「
行
平
｜
因
幡
（
国
こ
の
完
答
は
三
九

（
二
年
二
三
、
三
年
一
六
）
で
、
必
%
に
及
ん
だ
。
そ
の
完
答
者
の
内
の
三
二
名

（
二
空

δ
、
竺
年
一
三
は
第
5
問
の
、
「
秋
風
」
の
形
象
性
二
種
に
応
じ
た
定
家

詠
解
釈
問
題
で
、
①
「
行
平
の
都
を
懐
か
し
み
寂
し
く
思
う
心
情
。
」
②
「
行
平
の

都
の
人
た
ち
は
も
う
自
分
の
こ
と
な
ど
忘
れ
て
し
ま
っ
た
だ
ろ
う
と
考
え
悲
し

む
心
情
。
」
の
ご
と
く
、
状
況
モ
デ
ル
を
活
用
し
た
解
答
を
記
す
こ
と
が
で
き
た
。

b
cを
「
行
平
｜
因
幡
の
山
／
赴
任
先
／
旅
先
」
と
し
た
者
も
加
え
る
と
そ
の

数
は
さ
ら
に
六
名
増
え
る
。
ま
た
、
状
況
モ
デ
ル
を
活
用
し
た
者
の
な
か
に
は
、

第
5
・
6
問
で
、
内
容
は
と
も
か
く
、
「
行
平
が
い
く
ら
願
っ
て
も
会
え
な
い
の

は
、
人
の
心
変
わ
り
と
い
う
避
け
ら
れ
な
い
こ
と
が
理
由
な
の
で
、
仕
方
が
な

い
と
思
っ
て
い
る
」
（
第
5
問
②
）
、
「
後
者
の
歌
（
定
家
詠
引
用
者
注
）
は
因
幡
国

で
都
に
も
ど
り
た
い
と
思
っ
て
い
な
が
ら
中
途
半
端
な
期
待
を
し
た
く
な
い
と

い
う
行
平
の
心
情
が
表
現
さ
れ
て
い
る
」
（
第
6
問
）
、
「
行
平
が
歌
を
詠
ん
だ
の

は
心
細
い
旅
立
ち
の
時
で
あ
り
、
｛
疋
家
が
想
定
し
て
い
る
の
は
因
幡
で
独
り
寂

し
く
待
つ
行
平
だ
と
し
た
ら
、
そ
の
よ
う
に
行
平
の
心
も
変
わ
っ
て
し
ま
う
だ

ろ
う
と
い
う
こ
と
ま
で
表
現
し
て
い
る
の
か
な
と
思
い
ま
し
た
o
」
（
同
）
の
ご

と
く
、
定
家
の
「
思
考
の
フ
ィ
ー
ル
ド
」
に
踏
み
込
ん
だ
も
の
も
現
れ
る
。
「
語

り
の
構
造
（
仕
組
み
こ
は
こ
う
し
て
、
（
設
問
で
試
み
た
よ
う
に
）
「
本
歌
取
り
」

「
題
詠
」
の
具
体
を
テ
キ
ス
ト
に
即
し
て
確
認
す
る
こ
と
で
被
験
者
（
学
宵
者
）
自

身
に
よ
っ
て
発
見
さ
れ
て
い
く
、
と
い
う
こ
と
の
よ
う
だ
。
こ
れ
に
「
語
り
の

構
造
」
の
名
を
与
え
物
語
行
為
論
一
般
へ
と
敷
桁
す
る
こ
と
。
や
が
て
学
習
者

は
そ
の
読
解
ス
キ
ー
マ
を
手
に
、
テ
キ
ス
ト
を
作
者
の
言
語
的
営
為
の
ア
ー
カ

イ
ブ
ス
と
み
な
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
営
為
と
と
も
に
あ
る
思
考
（
「
世
界
」
と
の

対
話
）
の
現
場
を
探
り
出
す
だ
ろ
う
。
一
言
語
的
営
為
へ
の
肉
追
を
と
お
し
て
出
会

う
「
作
者
」
は
、
伝
記
や
肖
像
に
よ
っ
て
知
る
作
者
よ
り
も
熱
く
、
生
々
し
い
。

た
だ
、
そ
の
肉
迫
に
は
技
と
そ
の
活
用
力
が
必
要
だ
。
本
「
学
力
評
価
問
題

（
古
文
・
韻
文
こ
の
第
5
・
6
問
で
は
そ
の
習
熟
度
を
問
う
た
。

63一

高
円

8
（
④
テ
キ
ス
ト
内
部
の
熟
考
、
同
文
脈
モ
デ
ル
の
形
成
）

定
家
の
「
忘
れ
な
む
」
歌
の
結
句
に
あ
る
「
秋
風
」
は
、
和
歌
の
世
界
で
は
、

5 



我
さ
へ
あ
ゃ
な
人
ぞ
恋
ひ
し
き

（
拾
遺
和
歌
集
・
秋
・
凡
河
内
拐
恒
）

牽
牛
星
が
妻
の
織
姫
星
に
逢
う
の
を
待
つ
七
夕
の
宵
、
そ
こ
に
吹
き

寄
せ
る
秋
風
の
せ
い
で
、
私
ま
で
が
わ
け
も
な
く
、
あ
の
人
の
こ
と

を
恋
し
く
思
う
こ
と
よ
。

②
秋
風
に
山
の
木
の
葉
の
う
つ
ろ
へ
ば

①
彦
星
の
妻
ま
つ
宵
の
秋
風
に

人
の
心
も
い
か
が
と
ぞ
思
ふ

（
古
今
和
歌
集
・
恋
四
・
素
性
法
師
）

秋
風
が
吹
い
て
山
の
木
の
葉
が
色
づ
き
変
わ
る
よ
う
に
、
人
も
心
移

り
す
る
の
で
、
あ
の
人
の
本
当
の
お
気
持
ち
は
ど
う
な
の
か
と
不
安
一

に
思
う
こ
と
で
す
。

の
両
様
に
詠
ま
れ
て
い
ま
す
。
「
秋
風
」
の
①
、
②
そ
れ
ぞ
れ
の
詠
ま
れ
方
に

し
た
が
っ
て
、
定
家
が
「
忘
れ
な
む
」
歌
で
表
現
し
よ
う
と
し
た
心
情
を
説

明
し
な
さ
い
。

①
の
秋
風
の
場
合

②
の
秋
風
の
場
合

①
「
人
ぞ
恋
ひ
し
き
」
（
↓
人
恋
し
の
情
を
誘
う
も
の
）
を
踏
ま
え
た
心
情

解
説

②
「
人
の
心
も
い
か
が
と
ぞ
思
ふ
」
（
↓
心
変
わ
り
へ
の
不
安
を
か
き
た
て

る
も
の
）
を
踏
ま
え
た
心
情
解
説
。

＊
問
題
の
種
類
求
答
形
式
問
題

＊
読
解
プ
ロ
セ
ス
の
下
位
尺
度

④
テ
キ
ス
ト
の
内
容
の
熟
考

歌
こ
と
ば
「
秋
風
」
の
形
象
性
と
結
び
つ
け
た
解
釈

＊
解
答

同
文
脈
モ
デ
ル
の
形
成

歌
こ
と
ば
「
秋
風
」
の
形
象
性
と
結
び
つ
け
た
状
況
モ
デ
ル
詠
歌
主
体
の
心
状

の
構
成

本
設
問
も
「
思
考
の
フ
ィ
ー
ル
ド
」
の
共
有
に
か
か
わ
る
問
い
だ
が
、
こ
こ

で
は
「
思
考
」
の
具
体
的
内
容
を
取
り
上
げ
た
。
す
な
わ
ち
、
第
4
問
で
扱
っ

た
「
行
平
因
幡
（
国
）
」
の
状
況
モ
テ
ル
の
仮
構
の
も
と
で
展
開
さ
れ
た
思
考
、

つ
ま
り
は
定
家
が
「
秋
旅
」
の
歌
題
（
問
題
領
域
）
で
追
究
し
、
歌
会
の
場
に
呼

び
か
け
た
（
応
答
）
本
意
の
理
解
に
関
わ
る
問
い
と
し
て
用
意
し
た
の
で
あ
る
。

歌
は
「
歌
こ
と
ば
」
で
歌
わ
れ
る
。
「
呼
び
か
け
」
解
読
の
た
め
に
も
「
歌
こ

と
ば
」
へ
の
習
熟

7
「
技
」
）
は
欠
か
せ
な
い
。
そ
れ
は
古
来
の
歌
合
の
場
の
難

陳
、
判
詞
や
歌
論
書
に
明
ら
か
だ
。
そ
う
し
た
和
歌
ジ
ャ
ン
ル
の
「
こ
と
ば
」

に
つ
い
て
の
理
解
（
「
⑤
テ
キ
ス
ト
の
形
式
の
熟
考
」
）
自
体
を
直
接
に
問
う
こ
と
も

可
能
だ
が
、
こ
こ
で
は
対
象
学
年
（
高
校
一
年
、
年
度
末
）
に
配
慮
し
て
設
問
で
解

説
し
、
そ
の
「
活
用
力
」
だ
け
を
課
題
と
し
た
。

二
首
を
示
し
た
の
は
冒
頭
「
題
材
解
説
」
語
釈
で
も
述
べ
た
と
お
り
、
定
家

詠
が
こ
れ
ら
に
顕
在
化
す
る
「
秋
風
」
の
形
象
性
二
種
を
と
も
に
組
み
込
ん
で

い
る
か
ら
で
あ
る
。
〈
2
・
4
・
5
で
は
負
担
を
考
慮
し
て
、
①
②
の
い
ず
れ
か
を

選
ん
で
解
答
す
る
設
問
と
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
結
果
、
選
ん
だ
「
秋
風
」
の

形
象
性
に
則
し
て
一
義
的
に
意
味
表
象
を
形
成
し
、
「
な
か
な
か
に
」
に
注
意
を

払
わ
な
い
ま
ま
第
6
問

Z
q
4
5
0
被
験
者
に
よ
る
テ
キ
ス
ト
と
の
対
話
の
自
由

記
述
）
を
解
答
す
る
ケ
1
ス
が
大
多
数
を
占
め
た
の
で
、

dR2・
8
で
改
訂
し
た
。

掲
げ
た
〈
2
・
8
の
設
問
へ
の
解
答
は
、
「
会
う
こ
と
の
出
来
な
い
妻
の
こ
と
は

忘
れ
た
い
と
思
う
が
、
秋
風
が
、
妻
は
待
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
伝
え
る
の

で
、
妻
が
ま
す
ま
す
恋
し
く
な
る
と
い
う
心
情
。
」
（
①
）
、
「
秋
風
が
吹
い
て
、
人

64ー



の
心
も
変
わ
っ
て
し
ま
い
、
自
分
を
忘
れ
て
し
ま
っ
た
の
か
と
、
寂
し
い
o
」

（
②
）
な
ど
で
、
ほ
ぼ
全
員
が
「
歌
こ
と
ば
」
を
活
用
し
た
解
釈
を
示
し
た
。
そ

こ
に
は
第
4
問
で
完
答
で
き
な
か
っ
た
者
、
「
忘
れ
な
む
」
の
動
作
主
体
を
誤
読

し
た
者
も
含
ま
れ
る
。
和
歌
学
習
の
場
で
は
、
学
習
者
白
身
の
も
つ
語
葉
イ

メ
ー
ジ
を
喚
起
し
て
そ
れ
に
基
づ
く
解
釈
（
テ
キ
ス
ト
形
成
）
を
試
み
さ
せ
る
指

導
を
ま
ま
見
う
け
る
。
「
歌
こ
と
ば
」
と
し
て
の
形
象
性
の
活
用
が
テ
キ
ス
ト

ベ
l
ス
の
古
文
読
解
に
加
え
て
二
重
の
苦
行
を
強
い
る
と
の
判
断
か
ら
の
こ
と

だ
ろ
う
が
、
設
問
の
よ
う
な
形
で
示
せ
ば
学
習
者
は
充
分
に
そ
れ
を
活
用
す
る

こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
度
の
結
果
は
そ
れ
を
よ
く
教
え
て
い
る
よ
う
に
思
う
。

学
習
者
の
現
在
を
重
ん
じ
て
彼
ら
を
テ
キ
ス
ト
か
ら
遠
ざ
け
て
は
な
ら
な
い
。

そ
れ
は
「
技
」
と
そ
の
「
活
用
力
」
を
習
得
す
る
機
会
を
奪
い
、
つ
ま
り
は
和

歌
を
知
的
に
（
一
言
語
共
同
体
の
シ
ニ
フ
イ
エ
を
採
り
つ
つ
そ
れ
に
即
し
て
）
読
み
解
く

体
験
か
ら
遠
ざ
け
る
。
そ
し
て
な
に
よ
り
、
学
習
者
は
い
つ
ま
で
も
そ
の
よ
う

な
シ
ニ
ア
イ
ア
ン
で
編
み
上
げ
ら
れ
た
テ
キ
ス
ト
の
「
思
考
の
フ
ィ
ー
ル
ド
」

に
は
近
づ
け
な
い
。
す
な
わ
ち
、
言
語
的
営
為
と
出
会
え
ず
、
熱
く
生
々
し
い

他
者
と
の
対
話
の
回
路
も
閉
ざ
さ
れ
る
。

以
下

続
稿14

注

広
島
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科
准
教
授
・
間
瀬
茂
夫
氏
を
研
究
代
表
者

と
す
る
科
学
研
究
費
補
助
金
助
成
研
究
（
基
盤
研
究
（
B
）
「
中
等
国
語
科
に

お
け
る
生
産
的
な
読
み
手
育
成
の
た
め
の
読
解
力
・
授
業
力
診
断
評
価
シ
ス

テ
ム
の
開
発
」
（
平
成
M
l
m年
度
）
）
の
一
環
と
し
て
作
成
し
た
も
の
。
詳

細
は
前
稿
参
照
。

『沼田〉
N
C
C
E

年
調
査
・
評
価
の
枠
組
み
』
（
。
開
口
）
、
明
石
書
店
）
に
表
示

解
説
さ
れ
る
「
読
解
力
の
5
つ
の
プ
ロ
セ
ス
（
側
面
）
」
（
二

O
O
六
年
調
査
）
、

『
沼
∞
〉
呂
志
年
調
査
・
評
価
の
枠
組
み
』
（
同
）
「
読
解
力
の
枠
組
み
と
側
面

の
下
位
尺
度
と
の
関
係
」
（
二

O
O
九
年
調
査
）
に
よ
る
。

3

秋
田
喜
代
美
「
文
章
理
解
」
（
内
田
伸
子
編
『
新
・
児
童
心
理
学
講
座
第
6

巻
・
一
言
語
機
能
の
発
達
』
所
収
、
金
子
書
房
、
一
九
九
O
年
二
一
月
）
に
よ

る
。
な
お
、
キ
ン
チ
ュ
に
よ
る
モ
デ
ル
改
良
理
論
で
あ
る
「
構
築
統
合
モ

デ
ル
」
を
も
適
宜
参
照
し
た
（
楠
見
孝
一
編
「
現
代
の
認
知
心
理
学
3

思
考

と
言
語
』
〈
北
大
路
書
房
、
二
O
一
O
年
七
月
〉
第
4
章
「
言
語
と
思
考
に
関

す
る
コ
ネ
ク
シ
ョ
ニ
ス
ト
モ
デ
ル
」
（
都
築
誉
史
）
）

0

4

石
川
常
彦
氏
校
注
『
拾
遺
愚
草
古
注
中
』
（
中
世
の
文
学
、
三
弥
井
書
店
、

一
九
八
六
年
二
一
月
）
に
よ
る
。

5

こ
の
「
問
答
」
に
つ
い
て
、
「
本
歌
取
り
の
一
方
法
で
、
「
待
と
し
聞
か

ば
」
「
待
と
な
告
げ
そ
」
の
よ
う
に
、
主
と
し
て
文
意
の
関
係
に
お
い
て
両

首
が
応
答
関
係
に
あ
る
よ
う
に
仕
立
て
た
と
す
る
方
法
。
」
と
の
解
釈
が
あ
る

（
石
川
常
彦
氏
校
注
『
拾
遺
愚
草
古
注
上
』
拾
遺
愚
草
抄
出
聞
書
C
類
注
五

六
二
番
頭
注
。
中
世
の
文
学
、
三
弥
井
書
店
、
一
九
八
三
年
三
月
）
o

た
だ
し
、

そ
う
な
れ
ば
詠
歌
主
体
は
都
人
と
な
る
の
で
、
こ
こ
で
は
採
ら
な
い

0

6

『
本
賠
宣
長
全
集
』
第
三
巻
（
筑
摩
書
房
、
一
九
六
九
年
一
月
）

0

7

物
語
行
為
論
に
お
い
て
は
、
五
日
き
手
タ
が
作
者
三
一
口
語
行
為
主
体
）
と
語

り
手
（
発
話
主
体
）
（
さ
ら
に
は
語
り
手
が
演
ず
る

4
阿
る
主
体
。
）
と
い
っ

た
異
な
る
位
相
を
あ
わ
せ
も
っ
て
い
る
点
に
つ
い
て
理
解
し
て
お
く
こ
と
が

有
効
で
あ
る
。
な
お
、
前
稿
（
上
）
「
二
「
学
力
評
価
問
題
（
古
文
・
韻

文
）
」
の
「
読
解
モ
テ
ル
」
」
、
参
照
。

2 
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秋
田
喜
代
美
氏
・
藤
江
康
彦
氏
「
授
業
研
究
と
学
習
過
程
』
（
日
本
放
送
出

版
協
会
、
二

O
一
O
年
3
月
）
第
3
章
1

3

「
知
識
の
転
移
と
学
習
」
、
参

刀
口
竹

O

9

小
学
校
教
科
書
で
も
「
語
り
手
」
を
取
り
上
げ
て
い
る
も
の
が
あ
り
、
た

と
え
ば
教
育
出
版
「
ひ
ろ
が
る
言
葉
小
学
校
国
語
」
五
年
下
冊
「
自
分
を

中
心
人
物
に
し
て
物
語
を
書
こ
う
」
単
元
に
は
、
一
人
称
の
語
り
手
に
触
れ

て
「
し
か
し
そ
の
場
合
も
、
そ
の
語
り
手
を
、
作
者
が
創
作
し
て
い
る
の
で

す
o
」
の
説
明
が
あ
る
。
な
お
、
岩
波
ジ
ュ
ニ
ア
新
書
に
も
作
者
と
語
り
手
の

異
な
り
を
取
り
上
げ
る
宮
川
健
郎
『
物
語
も
っ
と
深
読
み
教
室
』
（
七
三
九
、

二
O
一
一
二
年
三
月
）
が
あ
り
、
中
等
学
校
で
の
学
習
に
便
宜
を
提
供
し
て
い

る。
日
小
論
「
何
を
読
む
の
か
教
科
書
の
古
典
「
文
学
」
」
（
『
日
本
文
学
』
平

成
二
六
年
一
月
）
な
ど
、
参
照
o

U

守
屋
慶
子
「
言
語
と
感
情
」
（
内
田
伸
子
編
「
新
・
児
童
心
理
学
講
座
第
6

巻
・
言
語
機
能
の
発
達
』
所
収
、
金
子
書
房
、
一
九
九
O
年
一
二
月
）

0

ロ
ク
ロ
ー
ド
・
レ
ヴ
イ
H

ス
ト
ロ
ー
ス
『
野
生
の
思
考
』
（
大
橋
保
夫
氏
訳
、

み
す
ず
書
一
房
、
一
九
七
六
年
三
月
）
に
い
う
「
熱
い
社
会
／
冷
た
い
社
会
」

に
よ
る
。

日
た
だ
し
、
高
校
生
を
対
象
と
し
た
〈
R－
5
で
は
、
「
秋
風
が
吹
い
て
、
恋
し

い
人
を
思
う
け
れ
ど
も
、
そ
の
人
は
も
う
自
分
の
こ
と
を
忘
れ
て
し
ま
っ
て

い
る
だ
ろ
う
か
ら
、
中
途
半
端
に
「
待
つ
」
な
ど
告
げ
て
く
れ
る
な
、
と
い

う
悲
し
み
、
恨
み
の
心
情
。
」
（
①
選
択
）
と
い
っ
た
解
答
も
、
わ
ず
か
だ
が

あ
っ
た
o

u
「
論
叢

8 

国
語
教
育
学
」
叩
〈
復
刊
5
〉
（
広
島
大
学
国
語
文
化
教
育
学
講

座
、
三

O
一
四
年
七
月
）
に
掲
載
予
定
。

（
広
島
大
学
）
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